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問題と目的

道徳の特別教科化が始まり，日本の道徳教育は

大きな転換点を迎えた。文部科学省（ ）の示

す，発達段階に応じた課題を提供するためにも，

子どもの状態をアセスメントするツールを作成す

ることは喫緊の課題である。そこで本研究におい

ては研究 で作成したツールと関連要因との関係

を検討することとした。なお，本研究での関連要

因として，共感性とソーシャル・スキルに着目す

ることとした。

方 法

調査対象者 公立中学校に通う ～ 年生

名，および担任教員 名

調査内容

生徒対象 道徳性：研究 で作成した 視点

場面からなる調査用紙。ソーシャル・スキル：河

村（ ）による「ソーシャル・スキル尺度」の

かかわりのスキル 項目，配慮のスキル 項目

のすべてを使用した（ 件法）。共感性：村上・西

村・櫻井（ ）による「子ども用認知共感性尺

度」の他者感情への敏感性，視点取得，他者のポ

ジティブな感情への好感，他者のポジティブな感

情の共有，他者のネガティブな感情の共有，他者

のネガティブな感情への同情の 下位尺度各 項

目 項目（ 件法）。

教員対象 ソーシャル・スキル：河村（ ）

による尺度からかかわりのスキル 項目，配慮

のスキル 項目を選択して使用した（ 件法）。

結果と考察

を用いて，道徳アセス

メント調査と共感性およびソーシャル・スキルの

間の相関係数を算出した（ ）。

共感性との関連については，他者のネガティブ

な感情への同情，視点取得，他者のポジティブ感

情への好感において比較的強い関連が認められた。

領域別には， 領域の行動， 領域の考えと行動，

領域の考えと共感性の関連が多く認められた。

自主，自立・向上心，個性の伸長・真理の探究，

創造など自分自身に関する道徳的な判断（ 領域）

は共感性とは関連が認められにくく，他者との関

係の中での道徳的な判断（ 領域）および道徳的

な判断に基づく行動（ 領域）や，他者の状況に

思い馳せる中での道徳的判断（ 領域）は共感性

と関連が認められることが示された。また，行動

の自信度は共感性の多くの要素との関連が認めら

れており，共感性が高いことでどの行動が適切か

という判断だけでなく，実際に適切な行動をとる

ことができるという自信も高まることが示唆され

た。

一方，ソーシャル・スキルでは，行動や行動と

の自信度の関連，特に行動の自信との関連が多く

確認された。自己評価と他者評価を比較すると，

自己評価では関わりのスキルよりも配慮のスキル

のほうが関連が多かったのに対して，他者評価で

は関わりのスキルのみが関連を示した。

道徳アセスメント調査と共感性およびソーシャル・スキルとの関連
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問題と目的

道徳の特別教科化が始まり，日本の道徳教育は

大きな転換点を迎えている。このような試みに対

して，文部科学省（ ）は，「発達の段階に応じ，

答えが一つではない道徳的な課題を一人一人の児

童が自分自身の問題と捉え，向き合う「考える道

徳」，「議論する道徳」へと転換を図るものである。」

としている。この転換点がより価値のあるものと

なるためには，授業の形態が工夫されることはも

ちろんのこと，その授業に臨む前後の子どもたち

の状態をアセスメントすることが重要であると推

察される。加えて，子どもたちの発達段階に応じ

る指導が求められている以上，改めて道徳性の発

達について検討をする必要があると考えられる。

そこで本研究においては，今回の改訂に準じた道

徳性のアセスメントツールを作成することとした。

方 法

アセスメントツールの作成 本アセスメントツー

ルは場面想定法を用いることとし，各場面におけ

る「考え」，「行動」，「行動の確信度」を測定する

ものとした。文部科学省（ ）の示す四つの視

点を構成する内容項目を踏まえ，

（ ）や櫻井（ ）の道徳性の発達段階を参

考に，学年ごとの項目案を作成した。作成した項

目案を心理学の専門家 名にて内容及び表現の確

認・修正を行った。さらに，中学校用教材を担当

する編集者による確認修正を行った。

調査対象者 公立中学校に通う ～ 年生 名

調査時期 年 月

調査内容 上述の手順で作成した「道徳アセスメ

ント調査」への回答を求めた。

結果と考察

を用いて，各領域の考

え・行動・行動の確信度を従属変数，学年および

性別を独立変数とした 要因分散分析を行った。

その結果，すべての分析において交互作用は有

意ではなかった。学年差については， 領域考え

年生＞ 年生 ，

領域行動 年生＞ ， 年

生 ， 領域考え 年生＞ ，

年 生 ， 領 域 行 動 の 確 信 度

年生＞ 年生 ， 領域考え

年生＞ 年生 ， 領域行動

年生＞ 年生 ， 領域行

動の確信度 年生＞ 年

生 ， 領域行動 年生＞

年生 ， 領域行動の確信度

年生＞ 年生 において有意な差が認め

られ，ほぼ学年が上がるについて道徳性が低下す

ることが示された。この結果は，先行研究と一致

するものであった（岡ら， 。櫻井（ ）

が示す通り，中学生は学年があがるにつれて，道

徳性の発達が （ ）の段階 （対人的

同調・よい子志向）から段階 （権威と社会秩序

維持の志向 ，段階 （社会契約的・遵法志向）へ

移行するため，他者に求められるだろう“よい子”

的な回答が減少した結果，得点が低下した可能性

が考えられる。

性差については， 領域考え

， 領域行動 ， 領域行

動の確信度 ， 領域考え

， 領 域 行 動

， 領 域 行 動 の 確 信 度

， 領 域 行 動 の 確 信 度

において有意差もしくは有意傾向が

認められ，すべてにおいて男子生徒よりも女子生

徒の方が得点が高かった。

領域考えにおける学年差
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